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出席者は記録者が印を付ける。
出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・クリスマス会　園芸について

Ａグループの合唱ですが、リズムや音程が難しい事から１２／９（金）より内容を変更しています。各グループにて歌詞カードの作成をしていますが、まだ作成が出来ていない方に関しては、プログラムの時間を利用して作成を行うようにして下さい。

【変更後の内容】

Ａグループ　　　　　　　　Ｂグループ

歌：きよしこのよる　　　　歌：赤鼻のトナカイ、ジングルベル

踊り：血液ガタガタ　　　　ハンドベル：諸人こぞりて

＜患者様連絡事項＞

・大上　なみ様～感冒症状継続して見られている事から、小青竜湯３Ｐ　３×１（食前）／３Ｔ　（漢方製剤）が本日、昼食後より３日分の臨時薬処方となっています。感冒症状の観察を行いましょう。

・林　田鶴子様～感冒症状見られ総合感冒薬を服用していましたが、感冒症状軽減された事から飲み切り止めとなっています。引き続き、体調確認と感冒症状の有無を観察して行きましょう。

・井上　和美様～クリスマス会の出し物で使用するギターを本日、妹様が持ってきて下さっています。今後、練習を行っていく事となりますが、ギター使用に際し周囲とのトラブルの有無や本人の精神症状の観察をこまめに行っていきましょう。

・大釜　万知様～１２／１０（土）１１：００～１２／１１（日）１５：００まで、自宅へ外泊訓練に出掛けています。ＳＳＴ内で外食をした際の話し方などを練習していますので、帰院後は自宅でどのように過ごしてきたかを確認して行きましょう。

・田名部　浩平様～本日、外泊訓練より帰院される予定です。帰院後は外泊時、どのように過ごしたかを確認し、その後の精神症状の観察を行っていきましょう。

＜注目患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・上村　みわ様～幻聴、幻覚に左右された言動見られていますが日課への支障なく経過しています。ここ最近では、「足がシャカシャカする」「勝手に前に進んでいく」など下肢の倦怠感や違和感を訴える事あります。現在は歩行時の変化は見られませんが、様子観察をして行きましょう。また、服薬調整後より下肢の倦怠感や違和感を訴える事が多くなって来ている事から、副作用等も考えられる為、訴え時は傾聴し本人と対策を検討して行きましょう。

・布施　邦雄様～外泊から帰院後より、多弁や話のまとまりの無さ、気分変動等が著明に見られています。現在は周囲とのトラブルはありませんが、多弁傾向や話のまとまりの無さからトラブルに至る事も考えられますので、精神症状の観察をこまめに行い他者とのトラブルに注意して行きましょう。また、外泊時の様子についてご家族より確認が取れなかった為、次回面会時にご家族より外泊時の様子について確認を取るようにしましょう。

肛門部より出血があったとの事でしたので本人より訴え聞かれた際は、患部の状態観察を行いましょう。

・稲垣　恵利子様～「荷物が届いていないか？」「電話が来ていないか？」など幻聴、妄想に左右された言動聞かれています。幻聴等に左右された場合、一人で医事へ降りて行こうとするなど行動化も見られる方なので所在確認をこまめに行い、精神症状の観察を行いながら適宜現実検討を促して行きましょう。

【ケアプラン立案・井上和美様】

今まで取り組んでいた物を終了とし、新しくケアプランの立案をしています。

＃１：調子について自分から話す機会を作る事が出来ない

＜目標＞症状管理の意識付け

Ｏ-Ｐ

①日課、プログラムの取り組み状況

②余暇の過ごし方

③睡眠状況

Ｔ：Ｅ-Ｐ

①調子に変化がない時でもスタッフへ申し出るよう伝える

②ＳＳＴでの目標設定が自身で出来ない時は「スタッフへ今日の調子を伝える」等の目標を勧める

③異常体験に左右された言動が認められた場合は適宜介入（妄想内情については内在・固定化している為、現実検討を進める際には否定から入る事は避けること）
